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「水に関する世論調査」の概要 

 

 

 

調 査 対 象 全国 20 歳以上の者 3,000 人 

有効回収数 1,839 人（回収率 61.3％） 

調査期間 平成 20 年６月 12 日～６月 22 日(調査員による個別面接聴取) 

 

調 査 目 的 水についての国民の意識を把握し，今後の施策の参考とする。 

 

調 査 項 目 １ 水環境に関する意識 

２ 水の利用に関する意識 

３ 地球規模の水問題に対する意識 

４ 行政に力を入れて欲しいこと 

 

調 査 実 績 ○「水に関する世論調査」(平成 13 年７月) 

○「水環境に関する世論調査」（平成 11 年８月） 

○「人と水のかかわりに関する世論調査」（平成６年９月） 

○「人と水のかかわりに関する世論調査」（平成２年７月） 

○「水資源に関する世論調査」（昭和 61 年８月）  など 
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１ 水環境に関する意識 

 

（１）水とのかかわりのある豊かな暮らしとはどのようなものか （複数回答，上位５項目） 

平成 13 年 7 月 平成 20 年 6 月 

・安心して水が飲める暮らし 75.3％ → 80.0％（増） 

・いつでも水が豊富に使える暮らし 56.6％ → 58.0％ 

・おいしい水が飲める暮らし 47.3％ → 47.2％ 

・洪水の心配のない安全な暮らし 34.5％ → 40.7％（増） 

・身近に潤いとやすらぎを与えてくれる水辺がある暮らし 34.8％ → 40.3％（増） 

 

 

 

 

 

（複数回答）

安 心 し て 水 が 飲 め る 暮 ら し

いつでも水が豊富に使える暮らし

お い し い 水 が 飲 め る 暮 ら し

洪水の心配のない安全な暮らし

身近に潤いとやすらぎを与えてく
れる水辺がある暮らし

ウォータースポーツや魚釣り等の
水辺レクリエーションが楽しめる
暮らし

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

80.0

58.0

47.2

40.7

40.3

19.4

0.2

0.4

0.2

75.3

56.6

47.3

34.5

34.8

17.8

0.2

1.0

0.8
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今　回　調　査  （N=1,839人,M.T.=286.4%)

平成13年７月調査（N=2,111人,M.T.=268.4%)

(%)

 



 - 2 -

 
（２）身近な水辺の環境に対する満足度 （複数回答，上位６項目） 

 平成 20 年 6 月 

・満足している   40.7％ 

・水質が悪い   29.6％ 

・生物を育む空間が少ない   22.8％ 

・水辺空間そのものが少なく，十分でない   14.0％ 

・景観が悪い   13.3％ 

・水辺に近づきにくい   13.1％ 

 

（複数回答）

満 足 し て い る

水 質 が 悪 い

生 物 を 育 む 空 間 が 少 な い

水辺空間そのものが少なく，十
分でない

景 観 が 悪 い

水 辺 に 近 づ き に く い

水 量 が 少 な い

そ の 他

わ か ら な い

40.7

29.6

22.8

14.0

13.3

13.1

9.9

0.3

3.3

0 10 20 30 40 50

総　数  （N=1,839人,M.T.=146.9%)

(%)
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人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

2,111 32.4 9.6 22.8 36.8 22.7 14.1 22.6 8.2
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変
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い
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〔参考１〕　居住地域の水環境に対する評価
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該
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者

数

（注）平成13年７月調査では，「あなたがお住まいの地域の河川などの水質や水辺の環境について，どのように
      感じていますか。」と聞いている。

平 成 13 年 ７ 月 調 査
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（身近な水辺の環境について「水質が悪い」，「水量が少ない」，「景観が悪い」，「水辺に近づきにく

い」，「生物を育む空間が少ない」，「水辺空間そのものが少なく，十分でない」と答えた者（1,030

人） ） 

（３）水辺の環境の改善方策をどのように進めるのがよいか 

 平成 20 年 6 月 

・現状より負担が増えても，早急に進める   31.7％ 

・現状の負担で，現状どおり進める   44.9％ 

・現状より負担を少なくするため，改善が遅れてもしかたがない  14.1％ 

・改善の必要はない   4.4％ 

 

現状より負担が増えて
も，早急に進める

現状の負担で，現
状どおり進める

現状より負担
を少なくする
ため，改善が
遅れてもしか
たがない

改善の必
要はない

わから
ない

(該当者数)

総 数 (1,030人)

〔 性 〕

男 性 (  487人)

女 性 (  543人)

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 (   89人)

30 ～ 39 歳 (  178人)

40 ～ 49 歳 (  193人)

50 ～ 59 歳 (  251人)

60 ～ 69 歳 (  209人)

70 歳 以 上 (  110人)

水辺の環境について，「水質が悪い」，「水量が少な
い」，「景観が悪い」，「水辺に近づきにくい」，「生物
を育む空間が少ない」，「水辺空間そのものが少なく，十
分でない」と答えた者に
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32.6

30.8

27.0

32.0
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32.3

34.4

26.4

44.9

44.4

45.3

40.4

50.0

46.6

46.2

40.7

41.8

14.1

13.8

14.4

27.0

12.4

13.5

13.5

13.9

9.1

4.4

5.1

5.2

5.3

9.1

5.0

4.1

5.9

13.6

2.6

2.2

2.2

3.7

5.7

4.7

2.8

3.4

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  
 

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％

2,111 28.8 47.1 11.9  4.8  0.7  6.7

〔 〕

684 22.1 56.3 11.0  5.1  0.3  5.3

776 40.1 40.1 12.9  1.9  1.2  3.9

478 22.8 47.5 13.2  8.8  0.6  7.1

173 20.8 41.0  8.1  5.8  0.6 23.7

悪 く な っ て い る

変 わ っ て い な い

わ か ら な い

平 成 13 年 ７ 月 調 査

（注）平成13年７月調査では，全員に対し，「河川などの水質や水辺の環境の改善を進めていくには，費用もかか
　　　り，国民の負担も必要となります。あなたは，河川などの水質や水辺の環境の改善はどのように進めるのが
　　　よいと思いますか。」と聞いている。

そ

の

他

居住地域の水環境に対する評価

良 く な っ て い る

〔参考〕　水質や水辺の環境の改善
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２ 水の利用に関する意識 

 

（９）雨水・再生水の利用について 

 平成 20 年 6 月 

・使いたい（小計）   86.4％ 

・積極的に使いたい   27.8％ 

・用途に応じた水質であれば使いたい   58.6％ 

・使いたくない（小計）   12.1％ 

・あまり使いたくない   9.3％ 

・使いたくない   2.8％ 

 

積極的に使いたい 用途に応じた水質であれば
使いたい

あまり使
いたくな
い

使いたく
ない

(該当者数)

今 回 調 査 (1,839人)

（参考）

（平成13年７月調査） (2,111人)

〔 性 〕

男 性 (  826人)

女 性 (1,013人)

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 (  145人)

30 ～ 39 歳 (  297人)

40 ～ 49 歳 (  294人)

50 ～ 59 歳 (  394人)

60 ～ 69 歳 (  403人)

70 歳 以 上 (  306人)

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
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20.8
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32.2
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12.1

積極的に使う 水洗トイレ程度であれば
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そ
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使いたい（小計）
75.0

使いたくない（小計）
22.3
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（10）雨水貯留浸透施設の導入について 

 平成 20 年 6 月 

・国や自治体の補助がなくても導入したい   3.9％ 

・一部でも，国や自治体の補助があれば導入したい   36.0％ 

・全額，国や自治体の補助があれば導入したい   36.9％ 

・導入したくない   18.4％ 

 

国や自治
体の補助
がなくて
も導入し
たい

一部でも，国や
自治体の補助が
あれば導入した
い

全額，国や自治体の補
助があれば導入したい

導入したく
ない

その他 わから
ない

(該当者数)

総 数 (1,839人)

〔 性 〕

男 性 (  826人)

女 性 (1,013人)

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 (  145人)

30 ～ 39 歳 (  297人)

40 ～ 49 歳 (  294人)

50 ～ 59 歳 (  394人)

60 ～ 69 歳 (  403人)

70 歳 以 上 (  306人)

3.9

4.5

4.6

5.0

5.2

36.0

38.0

34.4

46.2

38.0

35.4

42.1

36.0

21.9

36.9

32.6

40.5

35.9

47.8

50.0

34.0

30.5

26.5

18.4

7.6 7.6

9.2

3.4

3.0

2.8

1.4

35.3

23.1

15.7

11.6

10.1

16.3

20.9

2.0

2.2

0.5

0.3

0.3

-

0.8

1.3

1.0

0.7

1.4

3.0

3.2

4.7

2.7

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  
 

人 ％ ％ ％ ％ ％

2,111 1.9 33.6 34.8 21.3 8.3

（注）平成13年７月調査では，「雑用水利用や雨水利用は徐々に普及していますが，未だ全国の生活
　　　使用水量の１％にも満たない状況です。普及を進めるためには，設備も費用もかかりますが，
　　　あなたは，家庭に導入したいと思いますか。」と聞いている。
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〔参考〕　雑用水や雨水の家庭への導入
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３ 地球規模の水問題に対する意識 

 

（１）地球温暖化による身近な水問題 （複数回答，上位４項目） 

平成 13 年 7 月 平成 20 年 6 月 

・気候の不安定化による洪水や土砂災害の頻発 44.5％ → 68.2％ 

・渇水の増大による水不足及び海外での 

食料生産の不安定化 39.6％ → 59.8％ 

・降水量の変化や水温の上昇による自然環境や生態系への 

影響及び河川・湖沼の水質汚濁による上水道の品質悪化 55.4％ → 56.3％ 

・海面上昇による標高の低い沿岸地域の氾濫 52.4％ → 45.3％ 

 

 
 
 
 

（複数回答）

気候の不安定化による洪水や土砂災害の
頻発

渇水の増大による水不足及び海外での食
料生産の不安定化

降水量の変化や水温の上昇による自然環
境や生態系への影響及び河川・湖沼の水
質汚濁による上水道の品質悪化

海面上昇による標高の低い沿岸地域の氾
濫

海面上昇による海岸の浸食，海岸線の後
退

海 面 上 昇 に よ る 地 下 水 の 塩 水 化

そ の 他

わ か ら な い

（注１）平成13年７月調査では，「洪水や土砂災害の頻発」となっている。
（注２）平成13年７月調査では，「頻繁な渇水」となっている。
（注３）平成13年７月調査では，「降水量の変化による自然環境や生態系への影響」となっている。

59.8

56.3

45.3

37.8

28.5

0.5

3.0

44.5

52.4

0.6

7.2

68.2

※

※

55.4

39.6

0 10 20 30 40 50 60 70

今　回　調　査　（N=1,839人,M.T.=299.6%)

平成13年７月調査（N=2,111人,M.T.=199.8%)

(%)

（注１）

（注２）

（注３）
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（２）地球温暖化による渇水リスクへの対応 （複数回答，上位４項目） 

 平成 20 年 6 月 

・下水の再利用や雨水の利用により限られた水を有効に使う  62.6％ 

・ダム上流などの森林を保全，整備を行い水源の機能を維持，向上する 59.4％ 

・既存施設を有効活用しつつ，水の利用機関同士で 

水を融通しあう仕組みを整備する   31.6％ 

・地域間で水を融通しあうための管路等を整備する   23.3％ 

 

 

 

 

 

（複数回答）

下水の再利用や雨水の利用によ
り限られた水を有効に使う

ダム上流などの森林を保全，整
備を行い水源の機能を維持，向
上する

既存施設を有効活用しつつ，水
の利用機関同士で水を融通しあ
う仕組みを整備する

地域間で水を融通しあうための
管路等を整備する

ダムなどの新たな水資源開発施
設をつくる

適応策は特に必要なく，地球温
暖化防止への取り組みを行えば
よい

そ の 他

わ か ら な い

62.6

59.4

31.6

23.3

13.6

11.6

0.4

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70

総　数  （N=1,839人,M.T.=207.7%)

(%)

 



 - 8 -

 

４ 行政に力を入れて欲しいこと 

 

（１）行政に力を入れて欲しいこと （複数回答，上位４項目） 

平成 13 年 7 月 平成 20 年 6 月 

・洪水・土砂災害防止施設の整備 50.8％ → 53.1％ 

・水辺環境の保全と整備 46.3％ → 52.5％（増） 

・水の再利用の促進 44.4％ → 52.0％（増） 

・河川や湖沼の水質浄化対策 50.1％ → 48.9％ 

 

 

 

 

（複数回答）

洪水・土砂災害防止施設の
整備

水辺環境の保全と整備

水 の 再 利 用 の 促 進

河川や湖沼の水質浄化対策

水質汚濁防止のための下水
道等の整備

水源地域の整備・保全

渇水対策の水資源開発施設
の整備

地 下 水 の 保 全

水に関する情報や学習機会
の提供

ＮＧＯ等が活動しやすい環
境づくり

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

53.1

52.5

52.0

48.9

43.6

36.5

35.3

34.6

26.2

17.6

0.4

1.6

1.5

50.8

46.3

44.4

50.1

51.7

32.4

34.8

31.8

21.1

14.1

0.9

3.8

2.3

0 10 20 30 40 50 60

今　回　調　査  （N=1,839人,M.T.=403.8%)

平成13年７月調査（N=2,111人,M.T.=384.5%)

(%)

 


